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【動機】

2階から物を落として兄弟でキャッチするという遊びをしていた。そのうちパラシュートをつけて
落とす遊びに変わっていった。パラシュートに興味を持つようになり、2021年は滞空時間と落下
位置。2022年は風がある中で。2023年は誰も考えたことがないパラシュートを考える研究を始め
た。

【方法】

2年間のパラシュート研究で学んだ研究成果を生かした。まだ世の中にないであろうパラシュート
を発見するため、何十個ものパラシュートを作り試行錯誤しながら研究を進めた。より正確な結
果がでるように、今回も100回以上の実験をした。

【結果】

世の中では見たことがない「回転パラシュート」を発見できた。パラシュートを回転させること
により滞空時間をたもちながら、ほぼ真下に落下させることができた。

【まとめ】

パラシュートを回転させることにより、コントロールできなかった落下位置を安定させることが
できた。 ジャイロ効果（ジャイロ回転）の性質かはわからないのが残念だが、パラシュートが回
転することによって落下が安定することがわかった。

【展望】

研究ではパラシュートを開いた状態から落下させたが、今回発見した回転するパラシュートを実
用化するために、折りたたんだ状態から開くことができる「回転パラシュート」を開発したい。
救援物資用だけではなく人間用のパラシュートにも「回転パラシュート」を応用できるよう開発
したい。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

